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研究の概要（４行以内） 
 本研究課題では新しい数論幾何的単数の構成を視野に入れて、総実代数体に付随するある種
の代数トーラスに対して、プレクティック構造という新しい対称性の構造の理論を整備し、【ポ
リログ】と呼ばれる数論幾何的対象のプレクティック Hodge 実現や p 進実現等を具体的に記述
して、総実代数体の Hecke L 関数の特殊値と結びつけることを目指す。 

研 究 分 野：数学、代数学、整数論、数論幾何学 

キ ー ワ ー ド：整数論、数論幾何、ポリログ、プレクティック構造、L 関数の特殊値 

１．研究開始当初の背景 
Beilinson 予想、玉河数予想、岩澤主予想

など、代数体上定義された代数多様体の 
Hasse-Weil L 関 数の特殊値に関する様々な
予想は、米国のクレイ研究所主催のミレニア
ム 懸 賞 問 題 の 1 つ で あ る  Birch and 
Swinnerton-Dyer 予想 (BSD 予想) を特別な
場合として含むことなどからも分かるように、
現代数学、 特に数論幾何の分野において中心
的な問題として位置付けられている。 

代数多様体が「乗法群」と呼ばれる最も基
本的な場合には、対応する Hasse-Weil L 関数
が古典的な Riemann ゼータ関数となり、上記
予想は様々な研究者の努力により、円分元（円
単数）と呼ばれる motivic な単数を用いて証
明されている。これらの予想が乗法群など限
られた代数多様体の場合にしか証明されてい
ない最大の理由は、「L関数の特殊値」と「数
論的な量」双方の情報を内在している motivic
な単数が、実施的１次元の場合にしか構成さ
れていないことに起因している。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、将来的に新しい motivic
な単数を創出することを視野に入れて、乗法
群、楕円曲線や高次元のアーベル多様体な
ど、様々な代数多様体に対して組織的に構成
されている【ポリログ】と呼ばれる motivic
な対象を研究することである。具体的な目標
としては、「代数トーラス」と呼ばれる高次

元の代数多様体のポリログを研究し、このポ
リログの Hodge 実現を具体的に決定し、総
実代数体の L 関数の特殊値と関係付けること
を目指す。また、以上と並行して、この場合
のポリログの motive の構成方法や、p 進実
現、étale 実現を具体的に決定する方法など
も合わせて検討する 
 

 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、整数論の専門家である山本修
司氏、安田正大氏、岩澤理論の小林真一氏、
motive の理論の寺杣友秀氏、p 進理論の志
甫淳氏、作用素環論の勝良健史氏など、関連
する分野の専門家と共に、研究を組織的に進
めて行く予定である。特に、研究代表者が今
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図１ 研究の概念図 



まで培ってきた高次元のポリログの Hodge
実現を具体的に記述する方法を、代数トーラ
スのポリログに適用して計算を進める。高次
元のポリログの Hodge 実現から正しく L 関
数の値を取り出すためには、Nekovář と
Scholl によって提唱されたプレクティックと
呼ばれる対称性の理論を展開する必要があ
り、まずは Hodge 実現、その後並行して
motive、p 進や étale 実現の場合にプレクテ
ィックの理論を構築して行く。 
 
４．これまでの成果 
 
まずは混合プレクティックホッジ構造の圈の
対象を、具体的なフィルター加群を用いて記
述することに成功した。またこの圈の中での
Ext 群を具体的な複体で与えることに成功し
た。これより、プレクティック Deligne- 
Beilinson コホモロジーを定義するための下
準備ができたことになる。この成果は、下記
の論文【1】にまとめた。 
 次に、乗法群の直積という最も単純な高次
元の場合の代数トーラスに対して、ポリログ
の Deligne-Beilinson コホモロジー内の実現
を具体的に計算することに成功した。特に、
対数  Dolbeault 形式を利用し Deligne- 
Beilinson コホモロジーを記述する方法を整
備できた。この成果は、下記の論文【2】にま
とめた。 
 この成果を受けて、ポリログのホッジ実現を
具体的に定義する研究に着手し、その過程で、
総実代数体の Hecke L関数の負の整数点の値
の新谷卓郎により定義された非標準な母関数
についって、代数トーラスの同変コホモロジ
ー類として解釈すると極めて自然で標準的な
類を構成できることを発見した。この結果は、
新谷卓郎により開かれた日本の整数論の１つ
の王道を継承する結果という認識である。こ
の成果は、下記の論文【3】にまとめた。 
 また、上記の結果を受けて、新谷生成類の考
え方をベースに、総実代数体に付随する p 進
ポリログ関数の定義をした。これもやはり、
総実代数体の代数トーラスの同変コホモロジ
ー類として定義した。また、この関数の等分
点での制限が、p 進 Hecke L 関数の特殊値と
一致することを証明した。この成果は、有理
数体の場合の Coleman の古典的な結果を総実
代数体の場合に一般化するものであり、今後、
今回の代数トーラスや p 進ポリログ関数が数
論幾何的予想に対して有用であることを強く
示唆する結果である。この成果は、下記の論
文【4】にまとめた。 
 それ以外にも、ポリログの p進実現を具体的
に構成する受け皿としての rigid サントミッ
クコホモロジー理論の整備、将来的にエター
ル実現やモチーフ的実現を考えるための下準
備などを行なった。 

５．今後の計画 
 
今後は引き続き、総実代数体に付随する代数
トーラスのポリログのホッジ実現を p 進実現
を具体的に記述するための研究を進める。ホ
ッジ実現については、プレクティック
Delinge- Beilinson コホモロジーの定義を完
成させ、この中にプレクティックポリログの
ホッジ実現を構成することを試みる。また、p
進についても同様に、プレクティックサント
ミックコホモロジーの中に、プレクティック
ポリログの p 進実現を構成することを試みる。
具体的な計算については、p 進ポリログ関数
が定義されていることから、p 進の方が取組
みやすいと期待されることから、まずは、プ
レクティックポリログの p進実現とp進 Hecke 
L 関数の特殊値との関係を研究する。これら
が関係することを証明できれば、これは総実
代数体の場合に p 進 Beilinson 予想が成り立
つことを示唆する、重要な成果となることが
期待される。 
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